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八田 武志 (大阪教育大 ･教育)
サルの利き手はどのようにして決めるべきか,
その発達はどのようなものかを明らかにすること
を目的に,今回は以下のような検討を行った｡
1)放飼場でエサが与えられるときの僻見をビ
デオに投影し,エサを拾い,食べるときに用いる
手が左右どちらであるかな分析した｡
2)ヒヒについても1)と同様のビデオ投好を
行った｡
3)飼育舎にいる母子ザルに逃走反応を実験的
に惹起させ,母ザルが子ザルをどちらの手で抱き
かかえるかな観察した｡
4)緊急事態での逃走行動実験を大学生に実施
し.どちらの手で事物を取り上げるかを観察した｡
結果
1),2)については事例が少ないので更に観
察を続ける必要があることがわかった｡ 3)の
実験結果では,母ザルの左手/右手の使用率は,
0/25.2/25,6/26,10/19,2/24.0/
23,4/21,3/14と8母子ペア全部が左手を有
意に多く使用した｡
4)では,眼鏡,バケツ,人形を拾い上げる手
を各3試行ずつ観察したが.右利きの者は右手,
左利きは左手を有意に多く使用した｡したがって
大学生の場合,緊急逃走時に事物を拾い上げると
きには利き手を使用することが判明した｡
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